
メルマガ登録

国際キャリア開発プログラムの最新情報や講
師からのメッセージ、講演会や公開講義のお
知らせをお届けします！（携帯、PC用）
＊携帯メルマガ登録はQRコードから！

宇都宮大学 国際学部
〒321-8505 栃木県宇都宮市峰町350　TEL.028（649）5172／FAX.028（649）5171
E-mail  kokuca@miya.jm.utsunomiya-u.ac.jp

申込方法：１.申込フォームから（http://www.kokusai.utsunomiya-u.ac.jp/career-program/）
　　　　　２.申込用紙の送付（申込用紙請求先メールアドレス：kokuca@miya.jm.utsunomiya-u.ac.jp）
申込開始：2012年10月22日㈪　　申込締切：2012年12月14日㈮（定員になり次第締め切ります。）
参加費振込先：申込受付後、事務局からメールにて連絡致します。（期限までに振込がない場合はキャンセル扱いと致します。）

申し込み方法

問い合わせ先

メルマガ登録

国際キャリア開発プログラムの最新情報や講
師からのメッセージ、講演会や公開講義のお
知らせをお届けします！（携帯、PC用）
＊携帯メルマガ登録はQRコードから！

宇都宮大学 国際学部
〒321-8505 栃木県宇都宮市峰町350　TEL.028（649）5172／FAX.028（649）5171
E-mail  kokuca@miya.jm.utsunomiya-u.ac.jp

申込方法：１.申込フォームから（http://www.kokusai.utsunomiya-u.ac.jp/career-program/）
　　　　　２.申込用紙の送付（申込用紙請求先メールアドレス：kokuca@miya.jm.utsunomiya-u.ac.jp）
申込開始：2012年10月22日㈪　　申込締切：2012年11月30日㈮（定員になり次第締め切ります。）
参加費振込先：申込受付後、事務局からメールにて連絡致します。（期限までに振込がない場合はキャンセル扱いと致します。）

申し込み方法

問い合わせ先

国際キャリア
開発プログラム

地域の大学連携による学生の

参加者

募集

日　時：2012年12月22日㈯～24日㈪ ２泊３日
参加費：7,000円（宿泊費、食費込）
定　員：70名（先着順）

会場 宇都宮大学　宇都宮市峰町350
栃木県芳賀青年の家　芳賀郡益子町益子4470
※「宇都宮大学峰キャンパス」に集合してください。
　（JR宇都宮駅西口からバスで15分、http://www.utsunomiya-u.ac.jp/map/access.php）
　　１日目夕方から「芳賀青年の家」に移動し、３日目の午後に「宇都宮大学」に戻ります。
   「宇都宮大学」と「芳賀青年の家」は貸切バスで移動します。

《１日目》　午前　開講式、全体講義
　　　　　　午後　分科会講師による講義、
　　　　　　　　　パネルトーク、分科会、交流会

《２日目》　午前　分科会（前日の続き）
　　　　　　午後　分科会、分科会まとめ、中間発表

《３日目》　午前　全体発表
　　　　　　　　　（各分科会での取りまとめ結果の発表）
　　　　　　午後　キャリアデザインに関する意見交換、
　　　　　　　　　総括、閉講式
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International Career Development Program

合宿セミナー開講！！
グローバルマインドを持つ職業人を目指すあなたへ

国際協力、国際ビジネス、国際メディア、国際理解

日　時：2013年２月16日㈯～18日㈪ ２泊３日
参加費：12,000円（宿泊費、食費込）
定　員：50名（先着順）

コンセーレ栃木県青年会館　宇都宮市駒生町1-1-6
※「コンセーレ」に集合
　（JR宇都宮駅西口からバスで17分、自家用車はご遠慮ください。
　  http://www2.ocn.ne.jp/̃concere/access.html）
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《１日目》　午前　開講式、全体講義
　　　　　　午後　分科会講師による講義、
　　　　　　　　　パネルトーク、分科会、交流会

《２日目》　午前　分科会（前日の続き）
　　　　　　午後　分科会、分科会まとめ、中間発表

《３日目》　午前　発表準備、
　　　　　　　　　全体発表（各分科会での取りまとめ結果の発表）
　　　　　　午後　振り返り、意見交換、総括、閉講式
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http://www.kokusai.utsunomiya-u.ac.jp/career-program/検索国際キャリア開発プログラム

ホームページでは随時「最新情報」をアップ　しています。
関心がある人は今すぐクリック！

詳しい内容は
HPで！

主　催：宇都宮大学、白鷗大学、大学コンソーシアムとちぎ　　協力大学：作新学院大学、国際医療福祉大学
共　催：JICA地球ひろば　　後　援：栃木県、（公財）栃木県国際交流協会、栃木県青年海外協力隊OB会、いっくら国際文化交流会

http://www.kokusai.utsunomiya-u.ac.jp/career-program/検索国際キャリア開発プログラム

ホームページでは随時「最新情報」をアップ　しています。
関心がある人は今すぐクリック！

詳しい内容は
HPで！

主　催：宇都宮大学、白鷗大学、大学コンソーシアムとちぎ　　協力大学：作新学院大学、国際医療福祉大学
共　催：JICA地球ひろば　　後　援：栃木県、（公財）栃木県国際交流協会、栃木県青年海外協力隊OB会、いっくら国際文化交流会

国際キャリア開発特論
国際実務英語Ⅱ

－英語で学ぶ国際キャリア－



国際キャリア開発特論

全体講義

全体講義内容：
「非電化」というのは、電気を使うことが当たり前になっていることを、電気を使わずに愉しくやるという意味の造語です。国内における非電化運動
の経験を紹介しながら、豊かさや幸せの意味と新しいライフスタイルについて一緒に考えてみたいと思います。また、アフリカやアジアの国々におけ
る非電化プロジェクトを紹介しながら、世界を覆い尽くそうとしているグローバリズムの意味についても考えてみたいと思います。
プロフィール：
1944年生まれ。大阪大学大学院物理系専攻博士課程卒、工学博士。
コマツ熱力学研究室長、カンキョー代表取締役等歴任。現在は非電化工房代表、日本大学工学部客員教授。2007年より栃木県那須町に移住してテーマパークを建設中。

Ａ．インバウンドを中心とした
　　観光振興策のプランニング
講師：内藤　　靖
株式会社テラクリエーション　代表取締役

分科会内容：
現在わが国は人口減少・少子高齢化、東日本大震災や原発事故、更には円高等の
影響で地方経済の停滞が顕在化している。平成24年７月31日に閣議決定された
「日本再生戦略」にもある通り、交流人口の増加により国内観光需要を喚起する
こと、さらには急速に経済成長するアジア等からの訪日外国人を積極的に取り込
み、我が国の成長を支える観光振興に取り組む必要がある。分科会では、全国各
地で行われている事例を紹介した後、新たな視点から具体的な観光振興施策につ
いて自由闊達な討論を行う。
プロフィール：
1960年長野県生まれ。東海大学工学部卒業後、計測器開発のベンチャー企業に就職し、主に
本田技術研究所向けのデバイス性能試験システムの開発及び、システムエンジニアリングを担
当。American Honda Motor Co., Inc.、韓国三星自動車（現、ルノーサムスン自動車）など
で現地業務に従事。その後独立、株式会社テラクリエーションを設立現在に至る。
（公社）栃木県経済同友会・国際化推進委員長として、「アジアを中心とした観光客誘致」を
テーマに研究活動を行うほか、地域振興委員会副委員長、FTN（とちぎ未来ネットワーク）運
営委員を兼務。

Ｂ．緑を誰がどのように守り育てるのか
 　  ～公共緑地における市民社会の役割～
講師：小笠原　勝
宇都宮大学雑草科学研究センター　教授

分科会内容：
社会の発達とともに、機能性の高い道路や公園などが整備され、これらの公共施
設は豊かで潤いのある市民の暮らしに必要不可欠なものになっている。
一方、公共性あるいは公共物に対する市民の権利と義務が不明瞭になり、公共施
設の在り方や保全について、さまざまな問題が生じている。公共財のあり方はそ
れぞれの国々の社会的な成熟度を表すメルクマールであり、国際社会を理解する
上で重要である。本分科会では、さまざまな公共施設から、普段の生活に密接に
関わる街路樹や公園などの公共緑地を取り上げて、生活環境、緑地管理、化学防
除（除草剤）などをキーワードにしながら、公共性について討論する。
プロフィール：
1956年、秋田県生まれ。1977年に宇都宮大学農学部農学科を卒業後、（株）イハラグリーン
および徳山曹達（株）にて、除草剤の研究開発に従事する。その後、1987年に宇都宮大学農
学部附属雑草防除研究施設の助手に任用され、1995年に助教授、2007年に教授に昇進し、現
在に至る。専門は雑草学（博士（農学））。日本芝草学会会長、日本雑草学会評議員・和文誌編
集委員長、（社）農林水産航空協会専門員などを兼務。

Ｃ．途上国の都市成長に関わる
　　　　　　　　　環境デザイン
講師：佐藤　栄治
宇都宮大学工学研究科　助教

分科会内容：
アジアの途上国においては、地球環境に配慮した都市施策が注目されている。ア
ジアの諸都市では急激な都市成長がもたらされた結果、都市化した中心部と従来
の産業を継続している都市周辺部との分断が顕在化している。それぞれの地域に
は地域固有の問題があり、一意に環境的な解決策を明示することは困難である。
本分科会では、タイ国の事例を紹介しつつ、地域特性や産業に沿った問題設定、
解決手法を学んだ上で、具体的な環境配慮型の都市政策について議論する。
プロフィール：
1976年生まれ。日本学術振興会、明星大学アジア環境研究センター、国立保健医療科学院を経
て現職。情報技術、統計分析を駆使した都市計画（建築学）を専門とし、環境分野、医療・福
祉分野の国家・都市政策を支援。主著に「コンパクトシティ再考」等。東京都立大学大学院
（現・首都大学東京）修了・博士（工学）。

Ｄ．まちづくりについて

講師：陣内　雄次
宇都宮大学教育学部　教授

分科会内容：
3.11大震災後、まちづくりがクローズアップされています。しかし、まちづくり
は被災地だけの問題ではありません。超高齢社会、少子化、経済停滞、エネル
ギー危機の中、全国各地でまちづくりが大きなテーマとなっています。まさに、
「21世紀はまちづくりの世紀」でもあるのです。本講では、まちづくりの基礎と
その今日的課題、心得などについて概略を紹介します。
プロフィール：
アメリカ、カナダの大学及び大学院にて都市計画を専攻。帰国後、東京及び金沢（石川県）の
都市計画系シンクタンクに勤務。1999年４月宇都宮大学教育学部家政教育専攻（住環境・ま
ちづくり研究室）へ赴任。特定非営利活動法人宇都宮まちづくり市民工房理事長。大学近くに
てコミュニティ・カフェ「ソノツギ」を運営。

Ｅ．生きるための水、一滴の重み
講師：涌井　純二
JICA地球環境部水資源第二課長

分科会内容：
不衛生な水が原因で死亡する５歳未満児は全世界で年間150万人にも及んでいま
す。「2015年までに安全な水と衛生施設にアクセスできない人を半減させる」と国
連のミレニアム目標でも謳われていますが、生きるための最低限の水を得ることに
も苦労している人は沢山います。水を巡る紛争も珍しくありません。分科会では水
を巡る世界の現状を理解するとともに、中東・アフリカを主に取り上げ、自らが実
務者となった場合に、これらの課題にどう取り組むかを具体的に考えます。
プロフィール：
筑波大学大学院環境科学研究科修了。1992年JICA（国際協力機構）社会開発協力部、JICA北
海道国際センター、JICA社会開発調査部、JICAサウジアラビア事務所、JICA総務部安全管理
係、JICAイラン日本国大使館付援助調整専門官、JICAイラン駐在員等を歴任。2008年より
JICA地球環境部水資源第二課長。（中近東・アフリカを中心として渡航歴多数）

Ｆ．リサイクルショップから始まる国際協力
講師：贄川　恭子
NPO法人WE21ジャパン事務局長、
国際協力NGOセンター（JANIC）理事

分科会内容：
市民がお金を出し合って始め、品物の寄付とボランティア参加で進める市民事業

が、どのように展開されているかを紹介する。WEショップを拠点にしてリユー

ス・リサイクル環境事業を進めながら、アジアを中心に世界約30カ国の人びとの

生活改善PJなどに資金協力を行い、活動から見えてきた環境・貧困・人権などの

問題について市民に伝え、学ぶ場をつくり、解決にむけた調査や働きかけを行う

政策提言を行なっている。
プロフィール：
社会科教師として勤務後、2000年にWE21ジャパンほどがやの設立に関わり、2001年から特

定非営利活動法人WE21ジャパン事務局スタッフ、2008年からWE21ジャパン事務局長。神奈

川県内36のWE21ジャパン地域NPOをネットワークしWE21ジャパングループとして連携活動

を進めている。

イ バウ

分科会

国際実務英語Ⅱ

全体講義

全体講義内容：
Engaging skillfully with the world around us is fundamental to positioning ourselves as global subjects.  The quality of this engagement 
is determined by the quality of our thinking.  In this class we will each be actively participating in the development of our thinking; how to 
raise vital questions, issues and/or problems; how to gather and assess relevant information; how to build an argument by coming to 
well-reasoned conclusions and solutions, and finally; how to communicate effectively in figuring out and presenting these solutions to one 
another.
プロフィール：
ウェスレエイヤン大学、コロンビア大学大学院修了（1988：日本文学）、ノースダコタ大学大学院博士課程修了（2006：英文学）。千葉銀行、システムコンサルティング
会社勤務。ジャーナリズムレヴュー編集記者、ノースダコタ大学英語作文教育主任等を歴任。2007年から宇都宮大学国際学部講師（国際コミュニケーション論）。

Ａ．Basics of
      International Communications
講師：我孫子　和夫
元AP通信社北東アジア総支配人、宇都宮大学　非常勤講師

分科会内容：
This session is intended to assist students to acquire a broader knowledge 
about international communications, with a main emphasis placed on the 
role of international news media.  Since they distribute news to people 
around the world, they must always provide news in a global perspective -a 
clear distinction from Japanese domestic news media that furnish news to 
Japanese people.
During this session, the lecturer will also offer tips on how to write news 
stories in English.  As a form of communications, news writing should be 
clear, concise, accurate and interesting.  This should help you refine your 
English-language writing skills.
プロフィール：
立教大学経済部卒業後、カリフォルニア州立大学ノースリッジ校ジャーナリズム学部に編入。 
同校大学院でマスコミュニケーション修士課程修了。1978年、AP通信社入社。フォトエディ
ター、記者、東京支局次長、東京支局総支配人、北東アジア総支配人を歴任。AP在職中、社団
法人日本外国特派員協会会長を務め、AP退職後、東京外国語大学、上智大学、宇都宮大学で非
常勤講師を務める。

Ｂ．Speaking as a Representative
     of Your Country
講師：川嶋　淳司
駐日イラク共和国 大使館大使補佐（政務・渉外担当）、
放送大学大学院研究指導助手（非常勤）、放送大学 非常勤講師

分科会内容：
“Strong message, even in poor English.”  With this spirit, our Working 
Group provides learning opportunities for those who wish to explore his or 
her career at the international levels as a diplomat, NGO worker, and 
businessman.
Participants will draft an English speech presentation on a given theme, 
and deliver it as a representative of your country in a role-play session.  
This course aims at developing communication skills and delivering 
convincing presentations to win support for something you are appealing 
for.
プロフィール：
クウェート大学留学（クウェート政府奨学生）後、駐日クウェート大使館職員（2006-07
年）。外務省中東・アフリカ局中東二課専門調査員、在イエメン日本大使館（政務・経済班）
勤務。放送大学大学院文化科学研究科指導助手、駐日イラク共和国大使館大使補佐（渉外・政
務担当）等を歴任。2011年より放送大学教養学部非常勤講師。

Ｃ．Thinking Without Borders

講師：バーバラ　モリソン
宇都宮大学国際学部　講師

分科会内容：
Mutual cooperation, diversity training, international understanding are 
terms that many of us hear on a regular basis.  In this class we will be 
exploring the ways in which we as individuals engage with these ideas.  
What do these notions entail on a personal level and how can we put these 
ideas into effect in our daily lives?  For our purposes, and in thinking about 
a kind of thinking that is both critical, self-conscious and culturally aware, 
we will be conceiving of “culture” not as something “out there” which 
needs to be “attained,” but as a form of practice and an attitude with 
which we engage on a daily basis.
プロフィール：
ウェスレエイヤン大学、コロンビア大学大学院修了（1998：日本文学）、ノースダコタ大学大
学院博士課程修了（2006：英文学）。千葉銀行、システムコンサルティング会社勤務。ジャー
ナリズムレヴュー編集記者、ノースダコタ大学英語作文教育主任等を歴任。2007年より宇都
宮大学国際学部講師（国際コミュニケーション論）。

Ｄ．Latin America and
     the Global Economy
講師：スエヨシ　アナ
宇都宮大学国際学部　講師

分科会内容：
Almost every country in the world has been affected directly or indirectly 
by the protracted global economic crisis, which started in 2008 after the 
so-called Lehman shock.  However, the crisis has had more devastating 
effects on economies that once were considered traditionally the 
strongest, the northern hemisphere countries.  In the meantime Latin 
American economies have been buffering the financial crisis impact, by 
strengthening south-south relationships and by benefiting from the 
BRIC’s economic expansion.  This lecture aims at explaining the new 
trends in Latin America regarding its relationship with China, and 
encouraging the discussion on the beneficial and detrimental effects, and 
mid and long-term perspectives in Latin America.
プロフィール：
国連開発計画（UNDP）公共施設評価・財政分析経済アドバイザー（1992-1993）、ペルー経
済財政省・副経済財政大臣アドバイザー（経済分析・公共料金分析・財政政策提言・財政措
置・経済政府支出見積もり・予算案、1993～1997）等を歴任。2006年より宇都宮大学国際
学部講師（国際経済）。

分科会

新しいライフスタイルを日本から世界へ ～非電化の勧め～
講師：藤村　靖之
非電化工房　代表

Thinking About Thinking
講師：バーバラ　モリソン
宇都宮大学国際学部　講師




